
第150号 

羽島商工会議所 

平成22年 10月発行 

・
２
ペ
ー
ジ
…
　 

・
３
ペ
ー
ジ
…
　 

・
４
ペ
ー
ジ
…
　 各

部
会
活
動
か
ら
の
ご
案
内
、Ｉ
Ｔ
経
営
実
践
セ
ミ
ナ
ー
、労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

 

中
小
企
業
優
秀
技
術
・
新
製
品
賞
、Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
、ベ
ス
ト
ウ
ィ
ズ
ク
ラ
ブ
 

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
、マ
ル
経
融
資
、相
談
窓
口
の
ご
案
内
、金
融
情
報
 

　
今
年
で
21
回
目
と
な
る
美
濃

竹
鼻
な
ま
ず
ま
つ
り
が
10
月
23

日
（
土
）
、
24
日
（
日
）
の
２

日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
23
日
（
土
）
に
は
、
ぎ
ふ
チ

ャ
ン
ラ
ジ
オ
の
公
開
生
放
送
に

よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
す
。 

　
24
日
（
日
）
は
、
市
内
小
学

生
に
よ
る
子
供
み
こ
し
パ
レ
ー

ド
の
後
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

な
ま
ず
み
こ
し
コ
ン
ク
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。 

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
子
ど
も
イ
ベ
ン

ト
広
場
、
大
き
な
キ
ャ
ン
パ
ス

に
な
ま
ず
を
描
く
「
な
ま
ず
キ

ッ
ズ
ア
ー
ト
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
や
、
な
ま
ず
Ｄ
Ｘ
弁
当
、
な

ま
ず
ひ
つ
ま
ぶ
し
、
な
ま
ず
ま

つ
り
酒
、
な
ま
ず
グ
ッ
ズ
の
販
売
、

な
ま
ず
鍋
の
無
料
配
布
な
ど
、

ご
家
族
で
楽
し
め
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
で
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
イ

ベ
ン
ト
は
都
合
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
商
工
会
議
所
内
　
美
濃

竹
鼻
な
ま
ず
ま
つ
り
実
行
委
員

会
1
（
３
９
２
）
９
６
６
４
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

10月23日（土） 

　９：００ 開会式 
　９：３０ 市内園児によるパレード 
１１：５０ ロックソーラン総踊り 
１２：５０ さつき会 
１３：１５ 羽島市太極拳クラブ  
１４：００ ぎふチャンラジオ公開生放送 
　　　　　 出演：みずき舞、梓夕子  
１５：２０ 桑原なぎなたジュニアクラブ  
１５：４０ 羽島太鼓大賀  
 
10月24日（日） 

１０：００ 羽島こども太鼓 
１０：３０ よさこいチーム楽翔 
１１：００ 子供みこしパレード 
１２：００ 竹鼻中学校吹奏楽部 
１３：００ みこしコンクール開会式 
　　　　　 大人みこしコンクール 
１５：１５ ぎふ羽島吹奏楽団 
１６：００ みこしコンクール 表彰式 
　　　　　 閉会式 

ゲスト 

昨年の優勝みこし 

日
　
時
　
平
成
22
年
10
月
29
日
（
金
）
　
正
午
よ
り 

場
　
所
　
羽
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

議
　
案 

第
１
号
議
案
　
会
頭
の
選
任
に
つ
い
て 

第
２
号
議
案
　
副
会
頭
の
選
任
に
つ
い
て 

第
３
号
議
案
　
専
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て 

第
４
号
議
案
　
常
議
員
の
選
任
に
つ
い
て 

第
５
号
議
案
　
監
事
の
選
任
に
つ
い
て 

　
第
30
回
羽
島
商
工
会
議
所
臨
時
議
員
総
会
を
次
の
日
程
で
開
催

い
た
し
ま
す
。 

　
常
議
員
・
議
員
の
皆
様
方
は
、
是
非
と
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ぎふチャンラジオ公開生放送 

みずき舞みずき舞 梓　夕子梓　夕子 

●10月23日（土） 

●10月24日（日）日）　みこしコンクール ●10月24日（日）　みこしコンクール 

みずき舞 梓　夕子 
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一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
必
ず 

　
　
　
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん 

部
会
か
ら

部
会
か
ら 

視
察
研
修
の
ご
案
内

視
察
研
修
の
ご
案
内 

部
会
か
ら 

視
察
研
修
の
ご
案
内 

　中小企業経営者のお悩みにIT経営が助っ人に！！ 
日頃、感じている経営課題の再認識をしていただき、
経営課題の解決にはITが必要不可欠だということ
を感じ取っていただきます。まずはご参加下さい！ 
　IT経営の第１歩を踏み出してください！！ 

■日　　時　平成22年11月10日（水） 
　　　　　　午後１時より～午後４時30分 
■会　　場　羽島商工会議所 
■定　　員　15名 
■対 象 者　経営者又は経営に携わる方 
■参 加 費　無　料 
■主　　催　日本商工会議所、羽島商工会議所 
　　　　　　IT経営応援隊事務局 
■申込方法　今月号に同封の折込みチラシに詳細 
　　　　　　がございますので、ぜひご覧下さい 

IT経営実践セミナー開催！! 入門編 
PART１ 

『これからの経営をさらに良くする為に！』 
ITの活用による経営力の向上！ 

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
と
の
総
称
で
、
職

場
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
く

た
め
の
保
険
制
度
で
す
。 

　「
労
災
保
険
」
は
、
労
働
者
が

業
務
や
通
勤
に
起
因
し
て
、
負

傷
、
病
気
、
あ
る
い
は
死
亡
さ

れ
た
場
合
に
労
働
者
や
遺
族
を

保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
給
付

を
行
い
ま
す
。 

　
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ

て
も
雇
用
し
た
労
働
者
は
全
て

対
象
と
な
り
ま
す
。 

　「
雇
用
保
険
」
は
労
働
者
が
失

業
し
た
と
き
、
教
育
訓
練
を
受

講
し
た
と
き
、
又
は
在
職
中
の

60
歳
〜
65
歳
未
満
の
労
働
者
の

賃
金
が
60
歳
到
達
時
の
賃
金
に

比
べ
て
25
％
以
上
低
下
し
た
場

合
や
、
育
児
休
業
・
介
護
休
業

中
の
労
働
者
に
20
％
以
上
の
賃

金
低
下
が
あ
っ
た
場
合
等
に
必

要
な
給
付
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
事
業
主
に
対
し
て
は
、

失
業
の
予
防
、
雇
用
の
安
定
、

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
各
種
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
、

１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20

時
間
以
上
で
雇
用
見
込
み
が
31

日
以
上
で
あ
る
場
合
は
雇
用
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

　
詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
（
1
０
５
８
‐

２
４
５
‐
８
１
１
５
） 

　
繊
維
工
業
部
会
（
部
会
長
　

浅
野
宏
治
郎
）
で
は
、
10
月
１

日
（
金
）
に
岐
阜
県
毛
織
工
業

協
同
組
合
と
合
同
で
技
術
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
一
行
は
、
福
井
県
鯖
江
市
の

金
子
眼
鏡
（株）
を
訪
ね
ま
し
た
。 

　
こ
ち
ら
の
会
社
は
、
国
内
に

約
30
店
舗
の
直
販
店
を
持
ち
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム

を
生
産
し
て
い
ま
す
。 

　
会
社
の
方
か
ら
は
、
高
品
質

な
も
の
づ
く
り
と
自
社
だ
け
で

の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
生
産
・

販
売
に
こ
だ
わ
っ
た
結
果
、
高

級
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
価
値
を

創
造
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
お

話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
見
学
さ
せ
て
頂
い
た

生
産
現
場
で
は
、
職
人
一
人
ひ

と
り
が
熱
心
に
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
情

熱
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

・
運
輸
・
通
信
部
会 

　
　
11
月
５
日
（
金
） 

　
　
場
所
　
奈
良
方
面 

・
一
般
工
業
部
会 

　
　
11
月
６
日
（
土
） 

　
　
場
所
　
奈
良
方
面 

・
建
設
部
会 

　
　
11
月
９
日
（
火
）
〜
10
日
（
水
）

　
　
場
所
　
京
都
方
面 

・
繊
維
工
業
部
会 

　
　
11
月
16
日
（
火
） 

　
　
場
所
　
長
野
方
面
　 

・
一
般
商
業
部
会 

　
　
11
月
16
日
（
火
） 

　
　
場
所
　
高
山
方
面 

※
申
込
書
等
の
案
内
に
つ
い
て

は
既
に
各
部
会
員
様
へ
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

技
術
研
修
会
を
開
催 

繊
維
工
業
部
会 

最低賃金が改正されます 

（平成22年10月17日発効） 

　岐阜県最低賃金は、岐阜県内で
働くすべての労働者に適用されます。 
ただし、産業別最低賃金が適用さ
れる産業に従事する労働者につい
ては、産業別最低賃金が適用され
ます。 

時間額 706円 岐阜県 
最低賃金 

金子眼鏡（株）での視察の様子 
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SINCE DECEMBER 1996

　ベストウイズクラブでは『福祉
制度キャンペーン』を10月１日か
ら11月30日まで実施いたします。 
　本キャンペーンは、アクサ生命
保険（株）が商工会議所の会員事業
所の皆様を対象に販売している
『商工会議所福祉制度』を広くお
知りいただき、福利厚生の向上に
お役立ていただくことを主な目的
としています。 
　この機会に共済へのご加入を
ご検討ください。 
 
※「ベストウイズクラブ」とは、
商工会議所共済制度・福祉制度
の普及・推進を目的とし全国各
地の商工会議所及びアクサ生命
により運営されている組織です。 

　
日
本
全
国
の
其
処
此
処
（
そ
こ
こ
こ
）
で
う
ま

れ
た
魅
力
あ
る
産
品
を
首
都
圏
百
貨
店
・
高
級
ス

ー
パ
ー
、
エ
キ
ナ
カ
に
て
販
売
で
き
ま
す
。 

　
中
小
企
業
庁
で
は
、
中
小
企
業
が
農
商
工
連
携

や
地
域
資
源
を
活
用
し
て
開
発
し
た
新
商
品
等
に

つ
い
て
、
販
路
開
拓
を
実
現
す
る
た
め
、
首
都
圏

の
バ
イ
ヤ
ー･

流
通
業
者
と
の
「
出
会
い
」
で
あ
る

商
談
展
示
会
を
企
画
開
催
し
ま
す
。 

対
象
企
業 

　
全
国
各
地
の
魅
力
あ
る
隠
れ
た
地
域
産
品
等
に

つ
い
て
、
首
都
圏
の
百
貨
店
、
高
級
ス
ー
パ
ー
、

エ
キ
ナ
カ
へ
の
販
路
開
拓
を
求
め
る
中
小
企
業
者

等
で
す
。 

対
象
商
品 

食
加
工
品
（
畜
産
加
工
品
、
水
産
加
工
品
、
農
産

加
工
品
、
穀
物
、
麺
類
、
飲
料
、
酒
、
調
理
品
、

菓
子
類
）
い
ず
れ
も
冷
蔵
・
冷
凍
可
。 

　
　
　
　
※
但
し
、
原
則
生
鮮
食
品
は
除
き
ま
す
。 

非
食
品
商
品
（
工
芸
品
、
繊
維
類
、
生
活
用
品
、

雑
貨
、
玩
具
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

応
募
方
法 

　「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

い
た
だ
き
、
会
社
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
と
同
封

の
上
運
営
事
務
局
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
※
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。 

応
募
締
切 

　
第
３
回
申
込
　
11
月
15
日
（
月
）
締
め
切
り 

　
第
４
回
申
込
　
12
月
20
日
（
月
）
締
め
切
り 

参
加
費
用
　
申
込
み
費
用
は
無
料
で
す
。 

　
商
品
選
定
会
に
て
商
品
が
選
定
さ
れ
た
場
合
に

限
り
、
出
品
費
と
し
て
５
，
０
０
０
円
い
た
だ
き

ま
す
。  

　
詳
し
く
は
、
S
O
C
O
　
Ｃ
O
C
O（
そ
こ
こ
こ
）

運
営
事
務
局
　
1
０
３
│
３
４
７
０
│
５
３
３
０ 

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.s
o
c
o
c
o
c
o
2
0
1
0
.jp
/

　(

公
財
）り
そ
な
中
小
企
業
振
興
財
団
は
、
中
小
企
業
の

技
術
の
振
興
を
図
り
、
わ
が
国
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
１
回
優
秀
な
新
技
術
・
新
製
品
の
表

彰
を
日
刊
工
業
新
聞
社
と
共
催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。  

　
「
一
般
部
門
」
、
「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
部
門
」
の
２
部
門

に
お
い
て
、
厳
正
な
審
査
の
う
え
優
れ
た
新
技
術
・
新
製

品
等
に
対
し
て
中
小
企
業
庁
長
官
賞
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
、

奨
励
賞
の
各
賞
を
贈
賞
し
、
副
賞
と
し
て
最
高
１
０
０
万

円
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。   

◆
応
募
資
格   

（
一
般
部
門
）   

　
新
技
術
・
新
製
品
を
自
ら
開
発
し
た
中
小
企
業
、
個
人

事
業
主
お
よ
び
異
業
種
交
流
等
の
グ
ル
ー
プ
や
組
合
。  

（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
部
門
）   

　
新
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
自
ら
開
発
し
た
中
小
企
業
、
個
人

事
業
主
お
よ
び
異
業
種
交
流
等
の
グ
ル
ー
プ
や
組
合
。 

◆
募
集
対
象   

（
一
般
部
門
）   

　
平
成
21
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
の
２
年
間
に
開
発
を

完
了
、
あ
る
い
は
販
売
を
開
始
し
た
新
技
術
・
新
製
品
と

し
ま
す
。   

・
共
同
開
発
や
共
同
研
究
の
成
果
も
含
め
ま
す
。
た
だ
し
、

開
発
の
主
体
が
外
国
企
業
の
場
合
は
除
き
ま
す
。   

（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
部
門
） 

　
平
成
21
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
の
２
年
間
に
販
売
を
開

始
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
し
ま
す
。   

・
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ゲ
ー
ム
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
。  

・
共
同
開
発
品
も
含
み
ま
す
。
た
だ
し
、
開
発
の
主
体
が

外
国
企
業
の
場
合
は
除
き
ま
す
。   

◆
応
募
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
募
集
要
項
」
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
申
込
書
ほ
か
資
料
を
財
団
・
日
刊
工
業
新

聞
社
の
本
支
社
・
支
局
、
り
そ
な
グ
ル
ー
プ
各
銀
行
の
本

支
店
お
よ
び
り
そ
な
総
合
研
究
所
宛
に
郵
送
し
て
下
さ
い
。 

◆
募
集
開
始
　
10
月
１
日
（
金
） 

◆
募
集
期
限
　
12
月
13
日
（
月
）   

問
合
せ
先
　（
公
財
）
り
そ
な
中
小
企
業
振
興
財
団 

1
　
0
3
│
3
4
4
4
│
9
5
4
1
 

h
ttp
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【生産活動】 
〇自動車関連の生産活動は、部品産業を中心に８月以降受注が減少したとこ
ろがみられ、エコカー補助金の終了に伴う受注増がピークを越えた模様。
補助金が終了する10月以降の自動車減産が濃厚となる中、受注への深刻
な影響を懸念する企業も多い。一方、中国を始めとする外需は引き続き
好調で、自動車産業の受注を下支えしているだけではなく、金属製品や
はん用機械、生産用機械などの回復を牽引している。 

【設備投資】 
〇設備関係では、海外需要を中心に受注の回復傾向が続いているほか、商談
や引き合い件数も増加が続いており、先行きの動向にも明るさが見られる。 
　一方、県内企業の設備投資は、引き続き設備の老朽化など止むを得ない
理由がメインであり、生産拡大や製造現場の合理化といった前向きな設備
投資は低い水準にとどまっている。 
　　また、県内の設備投資意欲は戻りつつあるが、投資実績は依然として
低い水準で推移している。 

【資金繰り・倒産】 
〇平成22年７月の倒産件数は19件と前年同月から微増。また、平成22年
１－７月期の倒産件数は109件で、前年同期から36件減少している。しか
しながら、専門機関の中には、中小零細企業の経営状況は依然として厳し
い状況が伺われ、倒産件数が今後増勢に転じる可能性が大いにあるとの
指摘もあり、予断を許さない状況は続いている。 

岐阜県経済の現状のポイント（９月）　※一部抜粋 
岐阜県商工労働部商工政策課 
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※金融、法律のご相談は、お電話にてご予約ください。 

金融 
要予約 

法律 
要予約 

相　談　日　等 

※小口融資のお問い合わせは、 
　羽島市商工観光課（1392-1111）まで 

お問い合わせ 
中小企業相談所　　392－9664

事業資金の融資相談、融資制度の説明等に
ご利用下さい。 
【日　時】10月27日(水）10：00～12：00 
【相談員】日本政策金融公庫 

日々の記帳でわからないこと、帳簿の付け方
の指導を希望される方など、ご利用下さい。 
【日　時】 
　10月14日（木）　10：00～正午 
　10月15日（金）　14：00～16：00 
　11月10日（水）　19：00～21：00 
【相談員】税理士（夜間のみ）・本所職員 

中小企業者のための司法書士相談会 
【日　時】10月27日(水）13：00～16：00 
【相談員】岐阜県司法書士会所属 司法書士 
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制 資 融 経 ル マ 度 の ご 案 内 
（小規模事業者経営改善資金融資制度） 

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々をバックアップするため、 
無保証・無保証人・低利で融資する制度です。 
現在、設備資金につきましては、特例制度により当初の２年間の貸付利率が0.5％低減されております。 

マル経融資制度の特徴 マル経融資制度を受けるには 

融資限度額は？ 

・1500万円 

担保・保証人は？ 
① 商工会議所へお申し込み 

② 商工会議所が審査会を実施 

③ 商工会議所が推薦 

④ 日本政策金融公庫が審査、融資 

・不要です 

返済期間は？ 
商工会議所 

（審査会を実施） 
日本政策金融公庫 

小 規 模 事 業 者 

・運転資金７年以内（据置期間１年以内） 

・設備資金10年以内（据置期間２年以内） 
申
し
込
み 

経
営
指
導 

審
査
・
融
資 

【申込の際には】 
・商工会議所の経営支援員による経営指導
　を原則６カ月以上受けていること 
・最近１年以上事業を行ってること 
　などの要件を満たしていることが必要です。 
※審査の結果、お客さまのご希望に添え
　ないことがあります。 

マル経融資制度の特徴 マル経融資制度を受けるには 

・お申し込み・お問い合せは、羽島商工会議所（1０５８―３９２―９６６４） 

推薦 

【日本政策金融公庫】  
　　　マル経資金…………1.85％ 
　　　普 通 貸 付…2.15～3.90％ 

【羽島市融資制度】  
　　　小口融資…………0.75％ 

記帳 

平成22年７月１日からは、 
取引先が私的整理（一定条件 
を満たすもの）を行う場合も 
「倒産」とし、共済金の貸付 
が受けられるようになりまし 
た。 

 設備資金貸付について、当初２年間の貸付利率 
 が0.5％低減されます。 

※適用期限が平成22年９月30日から平成23年３月31日まで 
　延長されました。 ( )




